
認知症施策推進計画の策定について

１ 国の認知症施策推進基本計画の策定状況

２ 新潟県の認知症施策推進計画の策定状況

３ 長岡市の認知症施策の現状

４ 長岡市の計画策定の方向性
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〇 令和６年１月１日施行の「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」を受け、令和６年12月３日に

「認知症施策推進基本計画」が閣議決定された。

〇 基本法において、都道府県認知症施策推進計画及び市町村認知症施策推進計画の策定が努力義務とされた。

〇 基本法の施行に先立ち開催された「認知症と向き合う幸齢社会実現会議」において、認知症と共に希望を

持って生きるという「新しい認知症観」の理解促進の重要性等が示された。

※「新しい認知症観」とは、認知症になったら何もできなくなるのではなく、認知症になってからも、

一人一人が個人としてできること・やりたいことがあり、住み慣れた地域で仲間等とつながりながら

希望を持って自分らしく暮らし続けることができるという考え方。

〇 市町村計画は、市町村地域福祉計画、市町村老人福祉計画、市町村介護保険事業計画その他の法令の規定

による計画であって認知症施策に関連する事項を定めるものと調和が保たれたものでなければならない。

〇 市町村計画の策定に当たっては、当該計画に定める内容が、介護保険事業計画等の既存の行政計画に定め

る内容と重複する場合、これらを一体のものとして策定することは差し支えないものとするなど、必要に

応じて柔軟に運用できることとする。

１ 国の認知症施策推進基本計画の策定状況
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〇 国の認知症施策推進基本計画を基本としつつ、新潟県の実情に即した計画として、令和７年３月に

「新潟県認知症施策推進計画」を策定

〇 老人福祉法第 20 条の９に基づく「新潟県老人福祉計画」、介護保険法第 118 条に基づく「新潟県介護

保険事業支援計画」及び 認知症基本法第 12 条に基づく「新潟県認知症施策推進計画」を一体的に、

「第９期新潟県高齢者保健福祉計画」として策定 （「第９期新潟県高齢者保健福祉計画」の見直し）

〇 計画期間は、令和６年度から令和８年度までの３年間

〇 国の動向や認知症をめぐる状況の変化にも対応した、新潟県の認知症施策に関する基本的・総合的な方向

性を示すものであり、また、市町村が計画を策定する際の参考となるものである。

〇 策定の主なポイント

・「新しい認知症観」に立ち、認知症の人と家族等の参画を得て地域全体で連携・協働し、共生社会の

実現に取り組む。

・認知症の本人及び家族の声を聴き、計画へ反映する。

２ 新潟県の認知症施策推進計画の策定状況
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〇「第９期長岡市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画」（令和６年度から令和８年度まで）において、

地域包括ケアシステムの深化・推進を念頭に置きながら、組織横断的に認知症施策に取り組んでいる。

〇 第９期計画では、「認知症の人とその家族を支える認知症施策の推進」を施策の柱の一つに掲げており、

認知症施策の現状と課題、今後の方向、具体的な事業・取組などを計画に記載している。

〇 施策項目と事業・取組

①普及啓発・本人発信支援

認知症サポーター養成講座、認知症地域フォーラム、認知症月間の啓発、認知症地域支援推進員

②予防

一般介護予防事業、介護予防・日常生活支援総合事業、早期発見支援事業、認知症講演会

③医療・ケア・介護サービス・介護者への支援

認知症初期集中支援事業、認知症の人と家族への一体的支援事業、認知症高齢者やすらぎ支援事業、

認知症あんしんガイドブック（ケアパス）、スマホアプリを活用した認知症見守り支援事業

④認知症バリアフリーの推進・若年性認知症の人への支援・社会参加支援

オレンジカフェ、認知症高齢者等見守りシール配布事業、若年性認知症本人・家族交流会

３ 長岡市の認知症施策の現状
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〇 認知症施策推進計画の策定に向けて「第10期長岡市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画」（令和９年度

から令和11年度まで）との一体的な策定を検討する。

〇 本年度実施する「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」では、認知症の人とその家族が尊厳を保持しつつ

希望を持って暮らせるように、認知症相談窓口の認知度や診断・診断後支援の状況、認知症への理解度など

を把握するための認知症に関する設問を追加する。

〇 認知症本人や家族からの意見やニーズなどを、認知症施策や認知症施策推進計画の策定に反映できるように、

「認知症の本人と家族との意見交換会」を本年度中に開催予定である。

〇 認知症の本人と家族との意見交換会だけでなく、オレンジカフェや認知症の人と家族への一体的支援事業、

若年性認知症本人・家族交流会など、日頃から実施している活動の現場においても、認知症の本人と家族・

支援者の声を可能な限り広く聴取する。

〇 令和８年度に、地域包括ケア推進協議会の「認知症施策推進部会」において、認知症施策推進計画の内容の

協議・検討を行い、令和８年度末の「第10期長岡市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画」との一体的な

計画策定を目指していく。

４ 長岡市の計画策定の方向性
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実務者ワーキング
・身寄りのない人の
支援

・ACPの啓発や展開

↑
〇在宅医療・介護連携推進事業

・ACPの周知啓発
・身寄りのない人の支援
・フェニックスネットの推進

↑
〇認知症総合支援事業

・普及啓発(新しい認知症観)
・早期発見、早期対応
診断後支援

・社会参加、若年性認知症

在宅医療・介護連携
推進部会

認知症施策推進部会 介護予防部会生活支援体制整備
第１層協議体

生活支援体制整備
第２層協議体

↑

〇介護予防・日常生活支援
総合事業（総合事業係）

〇一般介護予防事業
（健康増進課）

・多職種連携による介護予防の
取組みと推進

・自立した生活に関する住民、
関係者への意識啓発

・専門職の意識啓発

地域包括ケア推進協議会

地域ケア会議（個別ケースの検討）

課題の共有・提供 課題の共有・提供 課題の共有・提供

実務者ワーキング
・早期発見、早期対応
診断後支援

・チームオレンジ
↑

〇生活支援体制整備事業

・地域の担い手の育成
・地域福祉懇談会
・生活支援サービス集
・地域ニーズと法人、企業
とのマッチング
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